
世
界
遺
産
条
約
採
択
40
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

―
日
本
の
世
界
自
然
遺
産
の
未
来
―

考
え
る
」と
題
し
た
基
調
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
岩
槻
氏
は
、
日
本
で
行
わ
れ
て
い
る
行

政
機
関
か
ら
な
る「
地
域
連
絡
会
議
」と
専
門

家
か
ら
な
る「
科
学
委
員
会
」の
協
働
に
よ
る

管
理
体
制
は
素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
り
、
世

界
に
発
信
し
て
い
く
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
、

世
界
遺
産
の
も
つ
意
味
・
意
義
に
つ
い
て
、

原
点
に
立
ち
戻
っ
て
考
え
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
こ
と
な
ど
を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
４
つ
の
世
界
自
然
遺
産
地
域
か

ら
、
知
床
に
つ
い
て
は
、
地
域
連
絡
会
議
か

ら
村
田
良
介
氏（
斜
里
町
教
育
委
員
会 

教
育

　

2
0
1
2
年（
平
成
24
年
）は
、
日
本
が
世

界
遺
産
条
約
を
批
准
し
て
20
周
年
に
も
当
た

り
ま
す
。
こ
の
間
、
日
本
に
は
、1
9
9
3

年（
平
成
5
年
）に
登
録
さ
れ
来
年
20
周
年
を

迎
え
る「
屋
久
島
」「
白
神
山
地
」に
始
ま
り
、

2
0
0
5
年（
平
成
17
年
）に
登
録
さ
れ
た「
知

床
」、2
0
1
1
年（
平
成
23
年
）に
新
た
に
登

録
さ
れ
た「
小
笠
原
諸
島
」と
４
つ
の
世
界
自

然
遺
産
が
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
ま
ず
、 

岩
槻
邦
男

氏（
兵
庫
県
立 

人
と
自
然
の
博
物
館 

館
長
）

に
よ
る「
世
界
遺
産
と
日
本
～
自
然
遺
産
を

　

世
界
遺
産
条
約
は
、1
9
7
2
年（
昭
和
47
年
）11
月
に
ユ
ネ
ス
コ
に
お
い
て
採
択
さ
れ
ま

し
た
。
本
年
2
0
1
2
年（
平
成
24
年
）は
、
採
択
40
周
年
の
節
目
に
あ
た
り
、「
世
界
遺
産

と
持
続
可
能
な
発
展
：
ロ
ー
カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
役
割
」を
テ
ー
マ
に
、
世
界
各
国
に
お

い
て
そ
の
記
念
行
事
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
、
11
月
６
日
～
８
日
に
、
京
都
市
内
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
様
々
な
記
念
行
事

を
締
め
く
く
る
最
終
会
合（
林
野
庁
、
外
務
省
、
文
化
庁
及
び
環
境
省
主
催
）が
ユ
ネ
ス
コ
の

協
力
を
得
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。（
最
終
会
合
の
概
要
に
つ
い
て
は
次
号
掲
載
予
定
。）

　

こ
れ
に
先
立
ち
、
林
野
庁
及
び
環
境
省
は
、
10
月
２
日
に
、
鹿
児
島
市
内
に
お
い
て
、
今

後
、
世
界
遺
産
に
必
要
と
さ
れ
る
取
組
に
つ
い
て
地
域
社
会
と
の
関
係
を
中
心
に
議
論
す
る

「
世
界
遺
産
条
約
採
択
40
周
年
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
─
日
本
の
世
界
自
然
遺
産
の
未
来
─
」を
開

催
し
ま
し
た
。
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長
）、
白
神
山
地
に
つ
い
て
は
、
牧
田
肇
氏

（
白
神
マ
タ
ギ
舎
）、
小
笠
原
諸
島
に
つ
い
て

は
、
科
学
委
員
会
委
員
長
で
あ
る
大
河
内
勇

氏（（
独
）森
林
総
合
研
究
所 

理
事
）、
屋
久
島

に
つ
い
て
は
、
小
野
寺
浩
氏（
鹿
児
島
大
学

客
員
教
授
） 

が
、
事
例
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
中
で
、
地
域
の
関
係
行
政
機
関
・
団
体

か
ら
成
る
地
域
連
絡
会
議
及
び
そ
の
助
言
機

関
で
あ
る
科
学
委
員
会
に
よ
る
管
理
体
制
に

よ
っ
て
、
関
係
機
関
等
の
連
携
・
協
働
に
よ

る
順
応
的
管
理
が
科
学
的
知
見
に
基
づ
き
実

施
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
た
遺
産
登
録
に
よ
る

保
全
・
管
理
上
の
成
果
や
、
遺
産
の
価
値
を

分
か
り
や
す
く
伝
え
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め

の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
充
実
な
ど
現
在
の
課

題
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

　

ま
た
、
世
界
遺
産
委
員
会
の
自
然
遺
産

に
関
す
る
諮
問
機
関
で
あ
る
国
際
自
然
保
護

連
合
日
本
委
員
会（
I
U
C
N
─
J
）会
長
の

吉
田
正
人
氏
が
、
危
機
遺
産
リ
ス
ト
が
遺
産

保
護
に
活
用
さ
れ
て
な
い
、
世
界
遺
産
基
金

が
遺
産
保
護
に
十
分
充
て
ら
れ
て
い
な
い
と

い
っ
た
世
界
遺
産
条
約
の
抱
え
る
課
題
な
ど

世
界
遺
産
を
巡
る
世
界
的
な
動
き
に
つ
い
て

報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、「
世
界
自
然
遺
産
の
課
題
と
今
後

の
あ
り
方
」と
題
し
て
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
に

は
、
こ
れ
ら
の
報
告
者
に
、
世
界
遺
産
委
員

会
の
文
化
遺
産
に
関
す
る
諮
問
機
関
で
あ
る

日
本
イ
コ
モ
ス（
国
際
記
念
物
遺
跡
会
議
）日

本
委
員
会
委
員
長 

西
村
幸
夫
氏
、
環
境
省
の

星
野
一
昭
大
臣
官
房
審
議
官
、
及
び
林
野
庁

の
古
久
保
森
林
整
備
部
長
の
３
名
が
加
わ
り
、

岩
槻
氏
の
進
行
で
議
論
が
行
わ
れ
、
次
の
３

点
が
提
言
さ
れ
ま
し
た
。

◦「
地
域
連
絡
会
議
」と「
科
学
委
員
会
」の

協
働
に
よ
る
順
応
的
な
管
理
な
ど
、
日

本
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
世
界
自
然
遺

産
の
保
全
管
理
上
の
成
果
に
つ
い
て
、
世

界
に
対
し
積
極
的
に
発
信
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

◦
人
々
が
世
界
自
然
遺
産
の
恩
恵
を
享

受
で
き
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
、
世
界
遺
産
だ
け
で
な

く
、
他
の
国
際
的
な
保
護
制
度
や
国
内

の
保
護
制
度
と
の
連
携
が
必
要
と
な
る
。

世
界
自
然
遺
産
を
中
核
に
お
き
つ
つ
、
こ

れ
ら
を
ど
う
展
開
し
て
い
く
か
に
つ
い

て
、
具
体
的
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

◦
世
界
自
然
遺
産
は
知
名
度
は
高
い
が
、

そ
の
意
味
・
意
義
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
い
。
世
界
自
然
遺
産
を
通
じ
て
何

を
伝
え
た
い
の
か
、
そ
の
意
味
・
意
義
を

明
確
に
し
た
上
で
発
信
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
平
成
15
年
に
世
界

自
然
遺
産
候
補
地
に
選
定
さ
れ
た「
奄
美
・
琉

球
諸
島
」に
つ
い
て
、
早
期
の
登
録
の
実
現
に

向
け
て
、
平
成
25
年
１
月
に
暫
定
リ
ス
ト
を

提
出
す
べ
く
、
環
境
省
・
林
野
庁
が
、
鹿
児

島
県
や
沖
縄
県
、
多
く
の
地
域
の
関
係
者
、

科
学
者
等
と
の
協
力
・
調
整
に
よ
り
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
も
発
表
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
議
論
は
、
４

つ
の
既
登
録
地
域
や
候
補
地「
奄
美
・
琉
球
諸

島
」に
お
け
る
取
組
の
発
展
に
寄
与
す
る
も
の

に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
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